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自
治
協
議
会
総
会
開
か
れ
る 

 上
久
下
地
域
自
治
協
議
会
（ 村
上
茂
会
長
）

は
、
５
月
10
日
に
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

平
成
27
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
総
会
に

は
自
治
会
・部
落
代
表
と
各
団
体
の
代
表
ら

27
名
が
参
加
。
丹
波
市
か
ら
中
村
直
樹
支
所

長
、
畑
田
久
祐
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
も
参
加
さ

れ
、
26
年
度
の
取
組
み
や
決
算
状
況
の
報
告
、

続
い
て
27
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
に

つ
い
て
提
案
し
、
議
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
 

◆ 

26
年
度
の
事
業
報
告
（ 

抜
粋
） 

・ 地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
調
理
室
の
全
面
改

修
完
了
。
 

・ 元
気
村
に
農
業
の
６
次
産
業
化
を
目
指
し

た
農
産
物
処
理
加
工
施
設
の
建
設
完
成
。
 

以
上
２
事
業
は
、
丹
波
市
元
気
な
地
域
づ
く

り
特
別
事
業
と
地
域
再
生
拠
点
等
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
の
補
助
金
を
充
当
。
 

・ 地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
土
地
所
有
権
移

転
登
記
。
 

・ 地
域
住
民
の
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
映
画
会
・恐
⻯
時
計
台
の
カ
フ
ェ
・納

涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
。
ふ

る
さ
と
振
興
会
主
催
で
「 未
来
を
語
る
会
」

が
ス
タ
ー
ト
。
 

・ 丹
波
⻯
に
新
属
・新
種
の
学
名
が
決
定
し
、
 

                      公
開
試
掘
調
査
の
年
２
回
実
施
や
「 恐
⻯
広

場
」
の
完
成
で
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る

こ
と
。
 

 

◆ 

27
年
度
の
事
業
計
画
（ 
抜
粋
） 

・ 丹
波
⻯
の
⾥
計
画
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、

広
田
つ
り
橋
完
成
や
発
電
所
周
辺
展
望
広
場

と
産
状
レ
プ
リ
カ
展
示
場
、
元
気
村
か
ら
発
見

現
場
周
辺
と
を
結
ぶ
遊
歩
道
の
完
成
。
そ
れ
ら

を
記
念
し
て
式
典
を
開
催
す
る
計
画
。
 

・ 化
石
試
掘
調
査
年
２
回
の
継
続
と
、
丹
波

⻯
化
石
発
見
９
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
 

・ 新
装
調
理
室
を
使
っ
て
、
地
域
住
民
へ
の

給
食
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
実
施
。
 

・ 地
区
間
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
。
 

 

元
気
村
か
み
く
げ
総
会 

 
 

 
 

 

開
催
さ
れ
る 

   企業
組
合
元
気
村
か
み
く
げ
（ 柳
川
瀬
義

輝
代
表
理
事
）
は
５
月
23
日
、
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
平
成
27
年
度
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
に
は
組
合
員
90
名
の
内
75
名

（ 委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
、
26
年
度
の
取

組
み
と
決
算
状
況
の
報
告
や
、
27
年
度
の
事

業
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
提
案
し
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

◆ 

26
年
度
の
決
算
報
告
（ 

抜
粋
） 

・ 化
石
発
掘
体
験
事
業
に
約
４
、
６
０
０
人

が
来
場
し
て
、
売
上
げ
約
１
２
０
万
円
を
計
上
 

・ 恐
⻯
焼
き
や
飲
食
品
販
売
で
１
７
０
万
円
、

物
品
販
売
で
44
万
円
の
売
上
げ
 

・ そ
の
他
業
務
委
託
料
収
入
な
ど
を
含
め
総

収
入
で
５
６
４
万
円
を
計
上
 

・ 人
件
費
や
業
務
委
託
費
な
ど
の
経
費
を
差

引
い
て
、
４
期
連
続
の
黒
字
決
算
 

◆
 27
年
度
の
事
業
計
画
（ 

抜
粋
） 

・ 恐
⻯
広
場
完
成
に
よ
り
、
食
堂
営
業
日
を

月
・火
曜
日
を
除
く
毎
日
に
す
る
 

・ 農
産
物
処
理
加
工
施
設
で
の
６
次
産
業
化

の
具
体
的
展
開
 

・ 化
石
発
掘
体
験
で
発
見
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
増
 

・ 発
見
現
場
案
内
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
開
設
 

・ 元
気
村
か
み
く
げ
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

更
新
作
成
 

  

上
久
下
少
年
野
球
団
が
解
散 

             １
９
８
０
年
に
上
久
下
少
年
野
球
団
が
発

足
し
34
年
余
り
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
声
援
の
も
と
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
２
０
１
５
年
３
月
１
日
を
も
ち
ま
し

て
解
散
致
し
ま
し
た
。
少
子
化
の
流
れ
で
の
部

員
数
減
少
、
各
チ
ー
ム
の
合
併
に
伴
い
勝
利
の

喜
び
を
中
々
得
ら
れ
な
く
な
った
こ
と
、
親
の

会
で
の
サ
ポ
ー
ト
不
足
な
ど
の
要
因
も
あ
っ

て
在
団
生
は
山
南
町
の
小
川
・和
田
チ
ー
ム
へ

移
籍
致
し
ま
し
た
。
上
久
下
少
年
野
球
団
と
し

て
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
大
切
に
管
理
さ
れ
て
き
た

会
計
の
残
金
を
、
親
の
会
で
相
談
の
結
果
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
上
久
下
の
会
計
へ納
入
し
、

上
久
下
地
域
で
活
用
し
て
頂
こ
う
と
９
９
、
２

２
４
円
を
４
月
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
は
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
最
後
に
丹
波
市
20
チ
ー
ム
で
の
フ

ァ
イ
ナ
ル
招
待
大
会
が
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
平
成
26
年
度
 

 
 
上
久
下
少
年
野
球
団
親
の
会
一同
 

か
み
く
げ
 恐
竜
の
里
新
聞
 

か
み
く
げ
 恐
竜
の
里
新
聞
 

平
成
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６
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広
田
つ
り
橋
が
完
成 

 
 

記
念
式
典
開
催
さ
れ
る 

 旧
の
広
田
つ
り
橋
は
、
昨
年
４
月
に
上
久
下

小
学
校
全
児
童
と
一緒
に
お
別
れ
会
を
し
た

あ
と
撤
去
・架
け
替
え
工
事
が
始
ま
り
、
総
工

費
約
２
億
７
千
万
円
を
掛
け
て
１
年
後
の
今

年
５
月
末
に
新
し
い
広
田
つ
り
橋
が
完
成
し

ま
し
た
。
自
治
協
議
会
と
阿
草
部
落
が
主
催
し

て
６
月
６
日
に
完
成
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

辻
市
長
を
始
め
と
し
て
来
賓
の
方
々
や
地
域

の
方
１
０
０
人
以
上
が
参
加
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
渡
り
初
め
の
後
に
、
記
念
品
と
し
て
阿
草
住

民
手
作
り
の
紅
白
餅
が
参
加
者
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
つ
り
橋
は
以
前
の
よ
う
な
人

数
制
限
も
無
く
、
横
揺
れ
も
少
な
い
頑
丈
な
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
橋
の
中
間
地
点
に
メ

ッ
シ
ュ
構
造
で
河
面
が
見
え
る
仕
組
み
が
あ

っ
て
、
以
前
と
は
違
った
ス
リ
ル
が
味
わ
え
る

と
思
い
ま
す
。
式
典
の
挨
拶
で
、
村
上
茂
会
長

は
「 生
活
道
路
だ
け
で
な
く
観
光
名
所
と
し

て
も
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
橋
か
ら
見
え
る
豊

か
な
自
然
を
都
会
に
発
信
し
て
、
地
域
の
発
展

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
感
謝
の
意
を
表
し

て
い
ま
し
た
。
 

         
  

                                    

慧
日
寺 

 

屋
根
ふ
き
替
え
工
事
始
ま
る 

 ６
月
10
日
、
太
田
の
慧
日
寺
で
は
約
15

年
ぶ
り
に
方
丈
（ 本
堂
）
の
茅
葺
き
替
え
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
葺
き
替
え
は
四

面
の
う
ち
二
面
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
檀
家
を

中
心
と
し
た
地
域
住
民
で
毎
日
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
、
職
人
さ
ん
と
の
協
働
作
業

が
８
月
一杯
ま
で
続
き
ま
す
。
同
時
に
、
数
百

年
の
歳
月
屋
根
の
重
み
を
支
え
て
き
て
傷
ん

で
い
る
構
造
体
も
一部
取
換
え
す
る
な
ど
か

な
り
大
規
模
な
工
事
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
工

事
は
年
賀
寄
附
金
配
分
事
業
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
伝
統
的
町
並
み
景
観
の

維
持
に
注
力
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携
し
、

茅
葺
き
の
研
修
会
な
ど
も
同
時
に
開
催
す
る

こ
と
で
伝
統
技
術
の
維
持
継
承
に
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
変
暑
く
梅

雨
の
時
節
で
も
あ
り
条
件
は
良
く
な
い
の
で

す
が
、
11
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ

せ
る
べ
く
多
く
の
人
が
毎
日
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
参
拝
者
や
観
光
客
に
は
、
す
ば

ら
し
い
紅
葉
と
と
も
に
一段
と
美
し
く
荘
厳

さ
を
増
し
た
慧
日
寺
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
古
い
茅
を

畑
な
ど
に
利
用
し
た
い
方
は
慧
日
寺
ま
で
連

絡
の
上
、
引
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
（ 太
田
 
Ｋ
･Ｎ
）
 

      

                   
―
―
―
 
７
月
の
予
定 

―
― 

 

◆
７
月
10

日
（ 

金
）
 
⾥
づ
く
り
部
会
 

午
後
７
時
30

分
か
ら 

◆
７
月
12

日
（ 

日
）
 
ふ
れ
あ
い
映
画

会
 
午
後
７
時
30

分
か
ら 

◆
７
月
19

日
（ 

日
）
 
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
周
辺
の
剪
定
、
草
刈
り
 
午
前
８

時
か
ら 

◆
７
月
23

日
（ 

木
） 
自
治
会
長
会
 
午

後
７
時
30

分
か
ら 

◆
７
月
７
日
、
14

日
、
28

日
（ 

火
）
 
恐

⻯
時
計
台
の
カ
フ
ェ
 
午
前
10

時
か
ら

売
切
れ
ま
で 

◆
７
月
４
日
、
11

日
、
18

日
（ 

土
）
 
納

涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
 
午
後
６
時
30

分
か

ら 


